
広報うき 2005・9・1
September

◆改善工程

改革目標の設定 《改革目標》
・将来世代の負担の軽減
・多様化する住民ニーズに対応し、安定的・継続的な行政サービスを提供

目標指数の設定 《目標指数》
・総資産に対する正味資産の比率　
平成15年度　50.6％　⇒　平成26年度　60.0％
・行政コストに対する収入の比率
平成15年度　89.0％　⇒　平成26年度　100.0％
・人件費総額
平成15年度　54億7,500万円　⇒　平成26年度　20％程度の削減

改善策の実施 《改善策》
①平成26年度にかけて人件費総額を20％程度削減する。
②事務事業の見直し、施設の統廃合などにより、物件費を毎年2,500万円削減
する。

③扶助費の内容を見直し、毎年2,000万円削減する。
④一部事務組合の効率化等により、補助費等を平成21年度までに毎年4,000万円
削減する。

⑤特別会計の財政健全化などにより、繰出金を毎年4,000万円削減する。
⑥受益者負担の見直し、新たな財源の発掘により、毎年1,100万円ずつ歳入額
を上乗せする。

⑦遊休地、施設の統廃合で不要となる資産を毎年1億2,000万円ずつ売却する。

《今後検討を要する改善策》
①新たな資産形成を行う場合に費用対効果の検証を実施する。
②各施設について費用対効果の分析を実施するとともに、将来の維持管理費用
を算定する。

③費用対効果の観点から、統廃合を含めた施設のあり方を検討する。
④人件費削減に向けたスケジュールの策定を行う。
⑤一部事務組合及び公営企業の効率化に向けた取り組みを行う。
⑥施策または事業ごとにコストを把握するための計算手法を確立する。

実施状況の検証 《改善策の実施が計画どおり行われているか随時検証する》

以上のような改善策の提案がなされています。
この提案を含め市役所職員のプロジェクトにより「行政改革」「財政改革」「意識改革」の３改

革について、具体的な改革案を作成しました。その改革案を参考に、さまざまな分野の代表の意
見を踏まえ「第1次宇城市行政改革大綱」を作成します。今後はその大綱に基づき作成する改革
実施計画により改革を進めてまいります。今後とも市民の方々のご理解とご協力をお願いしまし
て、バランスシートから見た「わが市の家計簿」シリーズを完了します。
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８月１日号のこのコーナーでは、バランスシートの
分析の結果、宇城市の財政状況は極めて悪い状況にあ
ることをお知らせしました。
今回は、監査法人から提案されました改善策につい

てお知らせします。
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宇城市では、広く市民の皆さまからの意見や要

望を聞き、今後のまちづくりに反映していこうと、

合併後初めての「行政懇談会」を開催しました。

8月2日から10日にかけて５会場（旧町単位）で

開催した懇談会には、延べ1,277人の参加があり、

執行部からは市長、助役、収入役、教育長のほか、

各部局長などが出席しました。

まず、阿曽田清市長が宇城市の財政状況や総合

計画について、各部局長がそれぞれの平成17 年

度主要事業について説明。その後の意見交換では、

市政に対する活発な意見が交わされました。

皆さまからいただいご意見は、これからの市政

に反映させていきたいと思います。今後とも市行

政にご理解とご協力をお願いいたします。

なお、会議終了後には、行政懇談会についての

アンケート調査を実施しました。集計結果は次号

でお知らせする予定です。8月9日にウイングまつばせで開催された
行政懇談会の様子

お世話になりました 宇城市行政懇談会�お世話になりました 宇城市行政懇談会�お世話になりました 宇城市行政懇談会�


